
 
 
 
 
ある教師は、道徳授業において自分が感動した資料をつかい一方的に伝えていたが、経験を重ねるな

かで、子どもたちの発言をしっかり受けとめ、授業展開ができるようになったと振り返っておられました。 

教師にとって道徳授業作りという課題は常に変わりませんが、何を大切にするのかを問い続け、さらに、 

子どもたちが変わっていく手応えを掴み、実践を深めることができなければマンネリに陥ってしまいます。 

本シンポジウムでは「子どもたちを変えていく魅力ある道徳授業」との問い続けるべき課題に向き合い、 

基本と応用の段階をどう考えるのか、また何がレベルアップに必要なのかなど、様々な提案、意見交換を行

います。参加者の皆様方が、今の自分にとって何が課題なのかというヒントを見つけていただきたいと考え

ています。 

また、道徳教育は本年から新学習指導要領が実施されました。指導要領において、道徳教育、授業の何

が変わったのか、その趣旨は何か、そしてどう取り組むのかを明確する必要があります。それは、本テーマの 

魅力のある道徳授業についての新たな示唆を得ることにつながるでしょう。いまは道徳教育を見つめる好機

です。皆様と意見交換を図りながら、シンポジウムを実施していきますので、ぜひご参加ください。 
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～新学習指導要領を受け道徳教育をどう変えていくのか～ 
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８月６日（木） １０：００～１６：４５ 
（懇親会１７：３０ ～１９：００ ） 
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発表 1 田村 博久 （石川県朝日小学校教頭） 

発表 2 上薗恒太郎（長崎大学教授） 

発表３ 柳沼 良太 （岐阜大学准教授）

発表４ 永田 繁雄 （東京学芸大学教授）

前文部科学省教科調査官）

発表５ 横山 利弘 （関西学院大学教授

日本道徳教育学会会長） 

 スケジュール 
 
 

10：00 開会・開会挨拶 
10：10 発表 １     10：45 発表 2     11：20 発表 3 
11：50 昼食・休憩 
13：00 発表 4     13：35 発表 5 
14：05 休憩  
14：20 全体討議１ （質疑応答）    15：30 休憩 
15：45 全体討議２  
16：45 終了 

 コーディネーター 早川 裕隆
（千葉県鎌ケ谷市立東部小学校教頭） 
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コーディネーター 
 
 

田村 博久（たむら・ひろひさ）氏   石川県白山市立朝日小学校教頭 

石川県道徳教育研究協議会（IMA）代表。伊藤啓一氏が提唱する「統合的プログラム」の

研究実践多数。分担執筆で『生きる力をつける道徳授業』『思いやりの心を育む道徳授業』

（ともに明治図書、伊藤啓一編著）などに実践を紹介。 

上薗 恒太郎（かみぞの・こうたろう）氏   長崎大学教授 

鹿児島県に生まれる。九州大学教育学部卒、九州大学大学院、長崎大学教育学部講師、助

教授を経て現職。主著に『民話による道徳教育』（北大路書房）『近未来道徳授業の形』『新

世紀 道徳教育の創造』（東信堂）など、論文に「連想調査による道徳授業評価」「子ども

の死の意識といのちの教育」などがある。 

柳沼 良太（やぎぬま・りょうた）氏   岐阜大学准教授 

福島県に生まれる。早稲田大学大学院文学研究科教育学専攻博士後期課程修了、博士（文

学）。山形短期大学専任講師を経て現職。主著に『プラグマティズムと教育―デューイから

ローティへ―』（八千代出版）『問題解決の道徳授業-プラグマティックアプローチ-』（明治

図書）『教育の可能性を読む』（共著、情況出版）など多数。 

永田 繁雄（ながた・しげお）氏  東京学芸大学教授・前文部科学省調査官 

静岡県に生まれる。東京学芸大附属大泉小学校、文京区教育委員会指導主事を経て、平成

14 年 1 月より文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官。平成 21 年 4 月より現

職。『道徳授業の新しい展開』（共著・小学館）『魔法の教室』（単著・ＷＡＶＥ出版）『研

究授業 小学校道徳』『社会体験学習の展開と支援の方法』（編著、ともに明治図書）など

横山 利弘（よこやま・としひろ）氏  関西学院大学教授、日本道徳教育学会会長 

名城大学教授、文部科学省初等中等教育局教科調査官、高知大学教授を経て現在、関西学

院大学教授。著書に『生命の地球―心の生まれた世界―第七章（河合雅雄氏との対談）』『新
しい道徳教育の創造』（ともに共著）『道徳教育、画餅からの脱却』『道徳教育とは何だろう

か』（暁教育図書 2007 年）など多数がある。 

早川 裕隆（はやかわ・ひろたか）氏   千葉県鎌ヶ谷市立東部小学校教頭 

鎌ヶ谷市立北部小学校教諭、千葉県市川児童相談所児童福祉司等を経て、平成 20 年 4 月

より現職。著書は、平成 16年 6月に『役割演技を道徳授業に』（明治図書）を出版。他に

『ケアする心を育む道徳教育』（分担執筆・北大路書房）など。 


